
麦 一粒

大 海 
の
一 滴

「
脱
炭
素
」誰
も
が
当
事
者

T A I K A I 　 n o

H I T O S H I Z U K U

T A I K A I H I T O S H I Z U K UN O

Hitotsubu Mugi

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
方
針

は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」だ
。三
年

に
一
度
見
直
さ
れ
、二
〇
二
一
年
度
に
政

府
が「
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

を
決
定
す
る
。こ
の
号
が
手
元
に
届
く
頃

に
は
、計
画
案
は
公
表
さ
れ
て
い
る
は
ず

だ
が
、特
に
製
造
業
界
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
策
定
議
論
に
強
い
関
心
を
抱

い
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

　
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
、い
わ
ゆ
る「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル（
脱
炭
素
）」に
は
、こ

れ
ま
で
に
転
換
点
が
三
回
あ
っ
た
。一
回

目
は
、二
〇
二
〇
年
十
月
の
菅
義
偉
首
相

の
所
信
表
明
演
説「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、脱
炭
素
社
会
実
現
」

宣
言
。二
回
目
は
、二
〇
二
一
年
一
月
の

米
国
バ
イ
デ
ン
政
権
発
足
。そ
し
て
四
月

ぎ
延
期
に
な
り
混
乱
し
た
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ
り
方
を
考
え
る

産
業
・
企
業
に
と
っ
て
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
概
念
は
二
つ
あ
る
。一
つ
は
、

国
・
地
域
が
気
候
変
動
対
策
と
し
て
取

り
組
む
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
と

い
う
全
体
の
話
。

　
も
う
一
つ
は
、企
業
が
展
開
す
る
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
だ
。カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）と
呼
ば
れ
、商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
原
材
料
調
達
か
ら
生
産
・
流
通
・

使
用
維
持
管
理
・
廃
棄
リ
サ
イ
ク
ル
ま

で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
じ
て
排

出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
Ｃ

Ｏ
２
に
換
算
・
表
示
す
る
仕
組
み
。ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）

手
法
を
活
用
し
て
定
量
的
に
算
定
す
る
。

こ
れ
が
企
業
を
悩
ま
す
大
き
な
課
題
と

な
る
。

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ま
で
拡
大
し
た
Ｃ

Ｆ
P
を
建
設
産
業
に
置
き
換
え
る
と
、施

工
部
門
だ
け
で
も
重
層
化
し
た
各
種
専

門
工
事
業
ま
で
及
ぶ
。そ
の
結
果
、脱
炭

素
は
大
企
業
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
だ
け
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、中
小
・
零
細
企
業

二
十
二
日
、バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
主
導
に

よ
る
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト
で
の
菅
首
相

の
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
二
〇
一
三
年
度
比
で
四
六
％
削
減
、更

に
五
〇
％
の
高
み
に
向
け
て
挑
戦
す
る

と
の
発
言
が
三
回
目
で
最
大
の
転
機
と

な
る
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た「
四
六
」は
そ

の
後
、行
政
や
産
業
界
に
衝
撃
と
混
乱

を
招
き
、エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
作

業
も
遅
ら
せ
た
。

　
そ
も
そ
も
二
〇
三
〇
年
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
削
減
は
、起
点
と
な
る
二
〇
一

三
年
度
排
出
量
一
四
億
八
〇
〇
万
㌧
に

対
し
、二
六
％
減
な
ら
一
〇
億
四
、一
九

二
万
㌧
だ
が
、四
六
％
減
で
は
七
億
六
、

〇
三
二
万
㌧
。削
減
幅
は
二
億
八
、一
六

〇
万
㌧
拡
大
す
る
。ち
な
み
に
直
近
二
〇

ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
は
高
い
。

Ｌ
Ｃ
Ａ
規
制
へ
の

対
応
も
カ
ギ

　
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
し
て
い
る
企
業
が
、

日
本
と
海
外
で
同
じ
製
品
を
製
造
し
て

い
る
場
合
、Ｌ
Ｃ
Ａ
の
視
点
で
見
る
と

「
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
＝
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
」の
値
は
同
じ
で
は
な
い
。特
に

日
本
の
電
力
は
火
力
が
八
割
近
く
を
占

め
、電
力
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
多

い
。今
後
、電
源
構
成
を
再
エ
ネ
重
視
に

大
き
く
舵
を
切
っ
て
い
く
と
、現
状
で
も

海
外
と
比
べ
高
い
電
力
コ
ス
ト
は
更
に
上

昇
し
、日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
は
落

ち
て
し
ま
う
。競
争
力
が
落
ち
る
と
判
断

し
た
企
業
は
、製
造
拠
点
を
コ
ス
ト
が
安

い
国
に
移
転
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。結

果
、雇
用
に
も
影
響
を
与
え
国
益
を
損

な
う
。

　
実
は
い
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
以

外
で
、大
企
業
を
中
心
に
経
済
界
・
産
業

界
が
脱
炭
素
に
関
し
て
注
目
し
て
い
る

こ
と
が
二
つ
あ
る
。

　
一
点
目
は
、経
団
連
や
産
業
界
が
導

入
に
異
論
を
唱
え
る
、「
炭
素
税
」と

一
九
年
度
の
総
排
出
量
は
一
二
億
一
、

二
〇
〇
万
㌧
。今
後
、二
〇
二
〇
年
か
ら

一
〇
年
か
け
一
四
％
程
度
削
減
す
れ
ば

良
か
っ
た
も
の
が
、四
六
％
減
と
な
る
と

三
七
％
程
度
減
少
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。実
に
二
三
㌽
の
上
積
み
と
な

る
。

官
民
で
ギ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
を

　
菅
首
相
の
四
六
％
削
減
は
、目
標
達

成
へ
の
目
算
が
あ
る
前
提
の
発
言
と
い

う
よ
り
、政
治
的
判
断
の
色
合
い
が
強

い
。パ
リ
協
定
以
降
、欧
州
は
脱
炭
素
の

動
き
を
加
速
化
さ
せ
、米
国
の
ト
ラ
ン
プ

政
権（
当
時
）は
逆
に
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
を
主
張
。日
本
は
そ
の
間
を
取
り
持

つ
役
割
だ
っ
た
。し
か
し
バ
イ
デ
ン
政
権

「
国
内
排
出
量
取
引
」を
代
表
と
す
る

「
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ（
炭
素
の
価

格
づ
け
）」の
行
方
。現
在（
七
月
十
二

日
時
点
）、カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
た
環
境
省
と
経
済

産
業
省
は
別
々
の
有
識
者
会
議
で
そ
れ

ぞ
れ
考
え
方
を
公
表
。

　
環
境
省
会
議
が
炭
素
税
と
排
出
量
取

引
導
入
を
前
提
に
し
て
い
る
一
方
、経

済
産
業
省
会
議
の
方
向
性
は
異
な
る
も

の
と
な
っ
た
。具
体
的
に
は
、炭
素
税
導

入
に
は
触
れ
ず
、非
化
石
証
書
や
Ｊ
ク

レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
規
模
を
拡
大
さ
せ
る

「
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場（
炭
素

削
減
価
値
取
引
市
場
）」創
設
を
主
張
。

　
産
業
界
が
主
張
す
る「
自
主
的
取
組

み
の
尊
重
」を
生
か
し
た
形
だ
が
、一
方

で「
産
業
界
の
取
組
み
の
進
捗
が
芳
し
く

な
い
場
合
は
、政
府
に
よ
る
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
も
視
野
」と
い
う
注
釈
も
盛
り
込
み
、

炭
素
税
や
排
出
量
取
引
の
導
入
に
も
含

み
を
残
し
た
。

　
二
点
目
は
Ｅ
Ｕ
と
米
国
で
検
討
が
進

む
、炭
素
規
制
の
緩
い
地
域
か
ら
の
輸
入

品
に
対
し
排
出
量
に
応
じ
て
追
加
負
担

を
課
す「
炭
素
国
境
調
整
措
置（
国
境
炭

素
税
）」及
び
Ｌ
Ｃ
Ａ
規
制
だ
。

発
足
に
伴
い
、米
国
も
欧
州
寄
り
に
な
っ

た
こ
と
で
、日
本
も
脱
炭
素
加
速
へ
ア
ク

セ
ル
を
踏
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。

　
裏
返
せ
ば
、菅
首
相
の
二
〇
五
〇
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
が
、「（
脱

炭
素
を
）や
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
」と
い
う
雰
囲
気
を
生
み
、そ
の
後
の

欧
州
＋
バ
イ
デ
ン
政
権
対
応
に
よ
っ
て
日

本
も「
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
」状
況
に
直

面
し
た
結
果
が「
四
六
％
」だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
子
力
、火

力
な
ど
各
電
源
構
成
の
目
安
を
決
め
る

の
が
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
。想

定
を
上
回
る
非
化
石
電
源
の
積
み
上
げ

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
に
、基
本
計
画

策
定
議
論
を
行
う
有
識
者
会
議
は
相
次

　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
、エ
ネ

ル
ギ
ー
本
体
価
格
に
▽
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

税
▽
Ｆ
Ｉ
Ｔ
▽
省
エ
ネ
・
高
度
化
法
▽

自
主
取
組
み
▽
炭
素
税
・
排
出
量
取
引

を
加
え
た
も
の
。一
方
、炭
素
税
導
入
の

国
際
比
較
で
話
題
に
な
る
の
が
、『
日
本

の
Ｃ
Ｏ
２
の
一
㌧
当
た
り
税
額
二
八
九

円
』。欧
州
各
国
と
比
べ
日
本
は
一
〇
分

の
一
程
度
と
極
端
に
低
く
、日
本
の
温
暖

化
対
策
は
遅
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
て
し

ま
う
。対
象
が
、石
油
・
石
炭
税
上
乗
せ

分
の「
地
球
温
暖
化
対
策
税
」だ
け
だ
か

ら
だ
。

　
し
か
し
日
本
は
す
べ
て
の
化
石
燃
料

に
何
ら
か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
税
制
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。総
税
収
は
約
四
・
三
兆
円
で

Ｃ
Ｏ
２
㌧
当
た
り
四
、〇
五
七
円
。Ｆ
Ｉ
Ｔ

賦
課
金
の
二
・
四
兆
円
を
加
え
る
と
六
・

七
兆
円
で
Ｃ
Ｏ
２
㌧
当
た
り
六
、三
〇
一

円
ま
で
増
加
す
る
。た
だ
こ
う
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
海
外
へ
向
け
て
主
張
し
て
い
く

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
政
府
内
で
ま
だ
取
れ
て

い
な
い
。そ
の
た
め
産
業
界
に
と
っ
て
、

今
後
の
炭
素
国
境
調
整
措
置
へ
の
対
応

も
含
め
日
本
の
取
組
み
へ
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
が
、い
ま
最
大
の
懸
念

材
料
に
な
っ
て
い
る
。
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